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１ 夢育て農園の開園、“人を育てる畑コース”の開講 

NPO法人ユメソダテは、障害の有無に関わらず、夢や

希望を育てることで主体性を育てる活動を2018年から行っ

ている。2022年10月、株式会社夢育てと共同で、世田谷区

立桜丘農業広場内に、知的障害のある若者の認知的身体的

成長を促す“人を育てる畑コース”を開講した。知的発達

障害のある若者を集め、週１回、ブレインジム（国際教育

キネシオロジー財団の登録商標）による体操、フォイヤー

シュタイン・メソッドによる座学、夢語りの時間とともに、

夢育て農園の畑で様々な農作業を行っている。 

また夢の発達と人間的な成長には豊かな人間関係が不可

欠であるとの考えから、月１～２回オープンデイを開催す

るとともに、畑の植物を使った草木染のイベントなどを通

じて、地域に開かれたインクルーシブなコミュニティづく

りを行っている。 

 

２ 検査対象と検査方法 

(1) 目的 

順天堂大学大学院の千葉吉史研究員、都城三股農福連携

協議会の岡元一徳代表理事、法政大学大学院の吉廣七星氏

と筆者は、人を育てる畑コースの受講の前後での受講生の

ストレス状態の変化をみることで、畑作業を含めたプログ

ラムが受講生のストレスに与える影響を知り、よりよい

コース運営や、広く全国の農福連携の取組みの参考になる

と考え、2023年３月16日のコースにおいて、受講生のスト

レス計測を実施した。 

(2) 計測方法と計測物質 

以下の３物質の量を、コースの前後で計測した（αアミ

ラーゼは座学の直後つまり畑作業の前にも計測） 

具体的には、十分な説明と採取同意の後、受講生の唾液

を採取し、唾液アミラーゼモニター等の機器で計測した。 

表１ 計測物質の種類とその目的 

計測物質 目的 

αアミラーゼ 総合的な不快感指標、不快刺激で活性
化、快適刺激で不活化 

分泌型免疫グロブ
リンＡ 

免疫や身体的緊張の指標。急性ストレ
スを感じると防衛反応で増加。数値が
高止まり（慢性化）すると減少に転
じ、感染症リスクが高まる。 

コルチゾール 心理的緊張、やる気の指標。心理的身
体的ストレスで増加。唾液中と血中の
コルチゾール量は相関性が高い 

３ 検査結果（平均値）と考察 

以下に示す図は２本の平行な破線の間が正常値である。 

(1) αアミラーゼ（平均値） 

受講生の平均値は、一般的な正常値である10～30kIU/L
を大きく超えている。受講前には84.3kIU/Lというとても

高い値から出発し、体操・座学を終えた段階で約30％減少

し、畑作業の後で更に約40％低下している。 

全体として短期的な不快感やその場その場での感覚が、

そのまま情緒や緊張などに反映されやすい傾向が明確であ

るとともに、活動により不快感が取り除かれ情緒が安定し

ていることがわかる。特に農作業でその傾向が強いが、夢

育ての体操と座学でも不快感が低下し情緒が安定する傾向

がみられる。 

図１ αアミラーゼ（平均値） 

 

(2) 分泌型免疫グロブリンＡ（slgA) 

免疫グロブリンAは50～300㎍/mLが正常値であるとされ

ているが、受講前には400.1㎍/mLという高水準で、受講 

図２ 分泌型免疫グロブリンＡ（平均値） 
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後、正常値である143.2㎍/mLまで低下している。 

同値は急性ストレスにより上昇するため、αアミラーゼ

と似た傾向を示しており、農作業を含む活動にリラックス

効果があり、情緒を安定させ、不快感を払拭させている可

能性がある。 

(3) コルチゾール（平均値） 

コルチゾールは２～５nMが正常とされているが、受講

前は1.23nMと極めて低く、受講後は2.45nMと正常値に

上昇し、全体として活力の向上がみられる。受講前は「や

る気が出にくい状態」であったが、受講中に上昇し、活動

的な状態になっている可能性がある。 

図３ コルチゾール（平均値） 

(4) 考察（平均値） 

知的発達障害のある受講生は、全体として短期的な不快

感がストレス状態に反映されやすい傾向があるとともに、

心身の状態は、やる気が出にくい状態にある。 

夢育て農園の人を育てる畑コースでのプログラムが、短

期的には不快感を払拭し、日頃低活力な受講生に活力を与

える機会となっており、全体として有効であることが示唆

された。受講生の自発を促すためにも、不快を感じにくく

参加できるプログラムが重要で、同プログラムはこの両面

を満たしている可能性がある。 

 

４ 個別事例 

(1) 活動でストレスが減るＡさん 

Aさんはαアミラーゼの値が変動的で急性ストレスを感じ

やすいと思われる。プログラムを通じて情緒の落ち着きがみ

られ、免疫の調整も促進されている。他方、コルチゾールの

値からは、プログラムの最初から心身に適度な活性がみられ

持続している。Aさんにとっての農作業を含むプログラムは、

主にストレス軽減効果を持っているものと思われる。 

(2) 体操が苦手なＢさん 

Bさんはαアミラーゼの値が非常に高く、体操後にスト

レスがさらに高まるが、農作業後には、まだ高水準ながら

落ち着きが見られた。コルチゾール値をみると普段の活動

では「やる気が出にくい状態」にあるが、活動を通じてや

や活力の向上がみられる。 

(3) 仕事が長続きするＣさん 

Cさんのαアミラーゼやコルチゾールの値をみると正常

値内の低めで安定している。免疫グロブリンAの変化を見

ると、活動全体を通じて落ち着いていることが明らかであ

る。Cさんは情緒の起伏が少ない一方、日頃、「やる気が

出にくい状態」にあり、プログラムを通じて活力が高まっ

ていることがわかる。Cさんにとって、プログラムは活力

を高めることに役立っている。 

(4) 時間制限ありで成果を出すＤさん 

Dさんはαアミラーゼの値が変動的で、プログラム開始

前はやや活力が低く、体操座学で興奮し、更に農作業では

一種テンションの高い状態に至った可能性がある。この興

奮状態が続くと、身体的な緊張へ繋がるため、時間を制限

したり、より緩やかな活動に変更することで、良い成果を

出す可能性がある。 

 

５ 考察（全体） 

知的発達障害のある受講生の平均的な姿は、感受性が豊

かでストレスが高いのに心身が不活発で、やや活力を持ち

難い可能性がある。他方プログラムを通じて、リラックス

して心身が活性化している。認知的身体的な発達を促すに

はとても良い環境であると考えられる。 

また同時に各受講生には明確な個性があり、各人の個性

にあったアプローチが必要であることも示唆された。 

今後、検証を続け、αアミラーゼなどの変化を観察する

ことで、受講生一人一人の得意な作業や不得意な作業を把

握することで、個人別の対応マニュアルの作成などを通じ

て、学校や福祉施設、職場において、より個性に寄り添え

る可能性がある。 
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